
資料６－１ 

 

南相馬市小高区学校統合の進め方の概要 

 

学 校 教 育 課 

 

１ 趣 旨                                                                    
 
本市では、将来の子供たちに適正な教育環境を提供するため、平成３０年１１月

に策定した「南相馬市公立学校適正化計画」に基づき、より優先度の高い旧避難指

示区域の小高区において、学校適正化に係る懇談会等を開催し、現状を踏まえた今

後の学校のあり方等について、意見を聴取してきた。 

その後、小高区内の区長会及び保護者で設立した「小高区学校適正化検討協議会」

でも議論が進められ、今般、小高区学校統合に関する意見書の提出があったところ

である。 

ついては、これまでの懇談会等での意見や意見書を踏まえた「南相馬市小高区学

校統合の進め方」を定めるもの。 

 

２ 南相馬市小高区学校統合の進め方について                   
 
（１）南相馬市小高区学校統合の進め方 資料６－２ 

  ①統合校の編成 小高小、福浦小、金房小、鳩原小が統合 

  ②予定統合時期 令和３年４月１日 

  ③今後の取組み  

１１月中旬に、南相馬市小高区学校統合準備協議会を設置するとともに、第

１回協議会を開催し、統合に向けた具体的な協議を行う。 

 

３ 【参考】小高区学校適正化検討協議会からの意見書について           
 
（１）小高区学校統合に関する意見書 資料６－３  

①提出日 令和元年９月２日 

  ②提出者 小高区学校適正化検討協議会 

  ③意見書の概要 

合同運営を解消し、小高小学校、福浦小学校、金房小学校、鳩原小学校の４

校を１校に統合すること。「他校にはない特色」「より良い教育制度の検討」「地

域との良好なコミュニティ維持」に配慮すること。 

 

４ 【参考】南相馬市小高区学校統合準備協議会の設置について              
 
（１）南相馬市小高区学校統合準備協議会設置要綱  資料６－４ 

①所掌事項 校名・校章・校歌、特色ある学校づくり、小中一貫教育、等 

②組  織 委員１５名以内  

③専門部会  

学校統合に向けた実務等に関連する専門的な調査検討のため、専門部会を設

置するとともに、必要に応じて会議を開催する。 



資料６－２ 
 

 

南相馬市小高区学校統合の進め方 

 
 

１ これまでの経過 

本市では、全国的な少子化の影響に加え、東日本大震災及び東京電力福島

第一原子力発電所事故に伴い、児童生徒の減少に伴う市内小中学校の小規模

化が進行する中、「南相馬市公立学校適正化計画」を策定しました。  
その後、小高区内で学校適正化に係る懇談会等を開催するなど、今後の学

校運営のあり方を含め、地域の皆様方のご意見をお聴きしたところです。さ

らに、令和元年９月２日付で小高区行政区長連合会及び小高区４小学校ＰＴ

Ａ役員が中心となって組織した「小高区学校適正化検討協議会」より、小高

区内の学校統合に係る意見書の提出がありました。  
これまでの検討経過及び地域の意見を踏まえ、小高区内の４小学校を統合

するものとします。  

 
 

２ 小高区４小学校の統合について 

（１）統合小学校の編成  
小高小学校、福浦小学校、金房小学校、鳩原小学校が統合  

 
（２）予定とする統合時期  
  令和３年４月１日  

 

３ 統合に向けた今後の取組み 

今後は、統合小学校の名称や校歌をはじめ、学校統合に向けた様々な準備

や検討事項について、関係者の皆様にご協力をいただき「南相馬市小高区学

校統合準備協議会」を市で設置し、学校統合に向けた具体的な取組みを進め

ます。併せて、特色ある学校づくりを目指すとともに、小中一貫教育などの

制度を積極的に検討します。 

 
 
 



（参 考）これまでの懇談会等の経緯 

①保護者との懇談会 
  ４月１８日 小高区５校ＰＴＡ役員懇談会（参加者：９名）  

  ４月１９日 小高区４小学校保護者懇談会（参加者：４５名）  

  ４月２０日 小高中学校保護者懇談会（参加者：３９名）  

  ５月 ８日 小高区５校ＰＴＡ役員・区長会合同懇談会（参加者：７名）  

  ７月 ５日 小高区４小学校保護者懇談会（参加者２５名）  

 

②市議会議員への説明会 
 ５月２７日 地区懇談会及び全体懇談会の概要説明（参加者：１７名）  

 ９月１９日 南相馬市議会全員協議会へ進捗状況等の報告 

③地区懇談会の開催 
  ５月２８日 中部地区懇談会（参加者：１７名）  

  ５月３０日 東部地区懇談会（参加者：２４名）  

  ５月３１日 西部地区懇談会（参加者：１５名）  

  ６月２６日 小高区全体懇談会（参加者：８２名）  

 

④小高区学校適正化検討協議会（区⾧会とＰＴＡ等で構成する任意団体） 
  ７月１８日 第１回検討協議会  

  （協議及び確認事項）  

ⅰ 小高区４小学校の統合を進めることの確認  

ⅱ 学校統合に係る意見書等を整理し、市へ提出することの確認  

  ８月１９日 第２回検討協議会  

  （協議及び確認事項）  

    ⅰ 意見書（案）の確認  

 

  → 区長会とＰＴＡが中心となり地域の任意団体を設立し、これまでの懇談

会等で出された意見を整理したうえで「小高区学校統合に関する意見書」

を令和元年９月２日に市長及び教育長に提出した。  

 

 ⑤小高区４小学校について 
Ｈ２８．３．３１まで 鹿島中敷地内仮設校舎において、４校毎に別運営  

Ｈ２８．４．１ ～  鹿島中敷地内仮設校舎において、４校合同運営開始  

  Ｈ２９．４．１ ～  小高区小高小本校舎において、４校合同運営  

  児童数 ５８名（Ｒ元．５．１現在）  
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資料６－４ 

南 相 馬 市 教 育 委 員 会 告 示 第  号  

 

南 相 馬 市 小 高 区 学 校 統 合 準 備 協 議 会 設 置 要 綱  

 

（ 設 置 ）  

第 １ 条  南 相 馬 市 立 小 高 小 学 校 、 福 浦 小 学 校 、 金 房 小 学 校 及

び 鳩 原 小 学 校 の 統 合 と 、 新 た な 学 校 づ く り に 向 け た 準 備 を

円 滑 に 推 進 す る た め 、 南 相 馬 市 公 立 学 校 適 正 化 計 画 に 基 づ

き 、 南 相 馬 市 小 高 区 学 校 統 合 準 備 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」

と い う 。 ） を 設 置 す る 。  

（ 所 掌 事 項 ）  

第 ２ 条  協 議 会 は 、 統 合 後 の 学 校 に 関 す る 次 の 事 項 を 所 掌 す

る 。  

⑴  校 名 ・ 校 章 ・ 校 歌 に 関 す る こ と 。  

⑵  特 色 あ る 学 校 づ く り に 関 す る こ と 。  

⑶  小 中 一 貫 教 育 に 関 す る こ と 。  

⑷  教 育 課 程 の 編 成 に 関 す る こ と 。  

⑸  学 校 と 地 域 の 連 携 に 関 す る こ と 。  

⑹  通 学 手 段 や 安 全 確 保 に 関 す る こ と 。  

⑺  Ｐ Ｔ Ａ 組 織 に 関 す る こ と 。  

⑻  統 合 準 備 の 総 務 に 関 す る こ と 。  

⑼  そ の 他 南 相 馬 市 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る こ と 。  

（ 組 織 ）  

第 ３ 条  協 議 会 は 、 委 員 １ ５ 人 以 内 で 組 織 す る 。  

２  委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 教 育 長 が 委 嘱 す る 。  

⑴  地 域 の 代 表 者  

⑵  小 高 区 内 の 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 役 員  

⑶  小 高 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 役 員  

⑷  小 高 幼 稚 園 に 通 園 し て い る 園 児 の 保 護 者 の 代 表 者  



 

⑸  小 高 区 内 の 小 学 校 に 係 る 学 校 評 議 員  

⑹  小 高 中 学 校 に 係 る 学 校 評 議 員  

⑺  小 高 区 内 の 小 学 校 長  

⑻  小 高 中 学 校 長  

（ 委 員 の 任 期 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、 委 嘱 の 日 か ら 統 合 後 の 学 校 の 運 営 が

開 始 さ れ る ま で の 期 間 と す る 。た だ し 、委 員 が 欠 け た 場 合 に

お け る 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

 

（ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 ５ 条  協 議 会 に 会 長 及 び 副 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り

定 め る 。  

２  会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 協 議 会 を 代 表 す る 。  

３  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は

欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ６ 条  会 議 は 、 会 長 が 招 集 し 、 会 長 が そ の 議 長 と な る 。 た

だ し 、 最 初 に 開 催 さ れ る 会 議 は 、 教 育 長 が 招 集 し 、 会 長 が

選 任 さ れ る ま で の 間 、 会 議 の 議 長 と な る 。  

２  協 議 会 は 、 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 会 議 を 開 く こ

と が で き な い 。  

３  会 議 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で こ れ を 決 し 、 可 否 同

数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

４  会 長 は 、 必 要 と 認 め る と き は 、 委 員 以 外 の 者 を 会 議 に 出

席 さ せ 、 意 見 又 は 説 明 を 求 め る こ と が で き る 。  

（ 専 門 部 会 ）  

第 ７ 条  協 議 会 は 、第 ２ 条 に 規 定 す る 所 掌 事 項 の 推 進 の た め 、

専 門 部 会 を 置 く こ と が 出 来 る 。  

２  専 門 部 会 は 、 協 議 会 の 指 示 に よ り 、 所 掌 事 項 に 係 る 学 校



 

運 営 及 び 教 育 行 政 の 実 務 に 関 連 す る 資 料 収 集 、 専 門 的 な 調

査 検 討 及 び 連 絡 調 整 を 行 い 、 そ の 経 過 及 び 結 果 を 所 掌 事 項

の 素 案 と し て 協 議 会 へ 報 告 す る も の と す る 。  

３  専 門 部 会 は 、 協 議 会 の 委 員 及 び 教 育 長 が 委 嘱 す る 学 校 教

職 員 又 は そ の い ず れ か で 構 成 す る 。  

４  専 門 部 会 に 部 会 長 及 び 副 部 会 長 を 置 き 、 部 会 員 の 互 選 に

よ り 定 め る 。  

５  専 門 部 会 の 会 議 は 、 部 会 長 が 招 集 し 、 部 会 長 が そ の 議 長

と な る 。  

６  部 会 長 は 、 専 門 部 会 の 業 務 を 総 理 す る 。  

７  副 部 会 長 は 、 部 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き

は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ８ 条  協 議 会 の 庶 務 は 、 教 育 委 員 会 事 務 局 学 校 教 育 課 で 処

理 す る 。  

（ そ の 他 ）  

第 ９ 条  こ の 告 示 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 運 営 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 協 議 会 に 諮 っ て 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 告 示 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  


